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二
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一
二
年
度
秋
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東
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学
講
座
講
演
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旨

(

東
洋
文
庫
と
本
の
世
界
Ⅱ)

第
五
三
二
回

一
一
月
一
九
日

(

月)

判
る
と
愉
し
い

｢
大
清
帝
国｣

文
献
史
料

壇
・
廟
の
祭
祀
で
行
わ
れ
た

｢

舞
生｣

の
舞
が

東
洋
文
庫
に
蘇
る
！！

東
洋
文
庫
研
究
員

国
士
舘
大
学
教
授

石

橋

崇

雄

彙報石橋

清
朝
史
研
究
に
お
け
る�
案
史
料
の
重
要
性
に
つ
い
て
は
改
め
て

言
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
一
〇
年
余
り
前
に
言
及
し
た�
案
第
一

主
義
の
よ
う
な
傾
向
が
更
に
進
む
な
か
、
清
朝
の
文
献
史
料
類
は
難

し
い
と
い
う
声
を
耳
に
す
る
こ
と
が
多
く
な
り
、
改
め
て
大
き
な
懸

念
を
覚
え
て
い
る
。
こ
の
た
び
与
え
ら
れ
た
こ
の
機
会
に
、｢

東
洋

文
庫｣

に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
清
朝
の
す
ば
ら
し
き

｢

本
の
世
界｣

の

魅
力
に
つ
い
て
、
そ
の
一
端
な
り
と
も
紹
介
す
る
こ
と
が
で
き
た
上

に
、
多
く
の
方
々
に
愉
し
ん
で
い
た
だ
け
た
な
ら
ば
、
と
の
思
い
か

ら
今
回
の
報
告
の
構
成
を
考
え
て
み
た
。
と
こ
ろ
で
、
あ
る
制
度
の

内
容
を
知
ろ
う
と
す
る
と
き
、
一
般
に

｢

建
て
前｣

が
解
る
の
は
編

纂
史
料
、｢

実
態｣

が
解
る
の
は�
案
史
料
、
と
言
わ
れ
る
こ
と
が

多
い
。
し
か
し
必
ず
し
も
そ
う
と
も
言
え
な
い
事
例
も
数
多
く
認
め

ら
れ
る
。
こ
こ
に
取
り
上
げ
る
の
は

『

壇
廟
祭
祀
節
次』

。
清
朝
の

祭
祀
に
関
わ
る
編
纂
史
料
で
、
国
家
祭
祀
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い

る
天
壇
、
社
稷
壇
、
太
廟
、
文
廟
な
ど
の
壇
・
廟
に
関
わ
る
祭
祀
の

具
体
的
情
報
を
纏
め
た
記
録
で
あ
る
。

一
般
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
清
朝
の
官
撰
史
料
と
し
て
は
実
録
類
、

会
典
類
、
則
例
類
が
あ
る
。
こ
の
実
録
に
つ
い
て
は
、
起
居
注
と
諸

官
庁
の
記
録
類
と
か
ら
な
り
、
起
居
注
と
同
類
で
あ
る
と
説
明
さ
れ

る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
清
朝
の
実
録
を
詳
細
に
検
証
し
て
み
る
と
、

例
え
ば
明
朝
の
実
録
と
は
か
な
り
形
式
が
相
違
し
て
い
る
ほ
か
、
清

代
の
起
居
注
と
も
か
な
り
内
容
が
異
な
る
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
る
。

ま
た
そ
こ
に
は
清
朝
に
お
け
る
特
異
な
国
家
支
配
構
造
が
反
映
さ
れ
、

清
朝
の
実
録
な
ら
で
は
の
独
特
な
性
格
に
も
溢
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ

で
そ
の
清
朝
の
実
録
に
は
例
え
ば
、｢

辛
巳
、
祈
穀
於
上
帝
。
上
親

詣
行
禮
。｣

と
い
う
記
載
が
毎
年
の
正
月
に
見
ら
れ
る
。
広
く
そ
の

存
在
が
知
ら
れ
て
い
る
天
壇
に
お
け
る

｢

祈
穀
壇｣

の
祭
祀
で
あ
る

が
、
実
録
か
ら
そ
の
詳
細
な
内
容
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
関
係

す
る
諸
官
庁
に
残
存
す
る
数
多
く
の�
案
史
料
に
は
そ
の
実
態
が
詳

細
に
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
当
時
の
関
係
者
に
と
っ
て
自
明
の

事
例
に
つ
い
て
は
や
は
り
記
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、
枝
葉
の
部
分
は
克
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明
で
あ
る
が
、
大
本
の
幹
に
あ
た
る
内
容
に
つ
い
て
は
や
は
り
知
る

こ
と
が
で
き
な
い
。

も
ち
ろ
ん
こ
う
し
た
制
度
の
全
容
に
つ
い
て
は
大
清
会
典
類
や
各

則
例
類
に
よ
っ
て
か
な
り
詳
細
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
実
際
、
天

壇
に
つ
い
て
は

『
大
清
会
典
事
例』

や

『

欽
定
太
常
寺
則
例』

の
記

載
を
検
証
し
て

｢
祈
穀
壇｣

祭
祀
の
実
態
に
迫
ろ
う
と
し
た
先
行
研

究
も
あ
る

(

石
橋
丑
雄

『
天
壇』

山
本
書
店
、
一
九
五
七
年)

。
確

か
に

『

大
清
會
典
事
例』
と

『
欽
定
太
常
寺
則
例』

に
よ
っ
て

｢

祈

穀
壇｣

に
お
け
る
式
次
第
と

｢
楽
章｣

、
そ
れ
に
関
係
者
の
服
装
ま

で
は
知
り
得
る
。
し
か
し
、
そ
の

｢
楽
章｣

の
旋
律
、
祭
祀
に
お
け

る
各
担
当
官
の

｢

唱｣

、
そ
れ
に

｢

文
舞
生｣

・｢

武
舞
生｣

・｢

青
衣

童
子｣

の
着
衣
・
帽
子
・
持
ち
物
の
色
彩
、
ま
た

｢

文
舞
生｣

・｢

武

舞
生｣

・｢

青
衣
童
子｣

に
よ
る
舞
の
実
態
ま
で
は
知
り
得
な
か
っ
た
。

東
洋
文
庫
所
蔵
の

『

壇
廟
祭
祀
節
次』

(

一
帙
六
冊)
は
こ
う
し
た

点
に
関
わ
る
情
報
を
今
に
伝
え
る
貴
重
な
記
録
な
の
で
あ
る
。

た
だ
満
漢
合
璧
の
序
は
あ
る
も
の
の
、
そ
こ
に
記
年
は
な
い
。
記

事
内
容
か
ら
み
て
清
朝
に
樂
部
が
設
け
ら
れ
た
乾
隆
七

(

一
七
四
二)

年
以
降
の
編
纂
と
考
え
ら
れ
る
が
、
詳
細
は
現
在
用
意
し
て
い
る
拙

稿
を
お
待
ち
い
た
だ
き
た
い
。
全
六
冊
の
内
訳
は
、
第
一
冊

｢

壇
廟

祭
祀
節
次
…
祈
穀
壇
／
圜
丘
壇
／
方
澤
壇｣

、
第
二
冊

｢

壇
廟
祭
祀

節
次
…
太
廟
／
奉
先
殿
／
社
稷
壇
／
朝
日
壇
／
夕
月
壇｣

、
第
三
冊

｢

壇
廟
祭
祀
節
次
…
文
廟
／
先
蠶
壇
／
帝
王
廟
／
太
歳
壇
／
天
神
壇

／
地
祗
壇｣

、
第
四
冊

｢

祭
祀
穿
戴
手
執
…
武
舞
生
帽
・
衣
／
文
舞

生
帽
・
衣
／
唱
禾
詞
採
桑
歌
人
帽
・
衣
／
唱
禾
詞
採
桑
歌
時
執
旗
人

帽
・
帯
・
衣
／
唱
禾
詞
採
桑
歌
時
所�
之
五
色
旗
／
凡
祭
祀
東
西
領

文
生
武
生
班
之
人
所
執
之
節
／
武
舞
生
所
執
之
千
戚
／
文
舞
生
所
執

之
生
籥
羽
／
青
衣
童
子
帽
・
帯
・
衣
／
大�
禮
領
青
衣
童
子
之
班
人

所
執
之
節
／
青
衣
童
子
所
執
之
羽｣

、
第
五
冊

｢

文
生
武
生
舞
譜｣

、

第
六
冊

｢

青
衣
童
子
舞
譜｣

か
ら
な
る
。
第
一
冊
か
ら
第
三
冊
に
所

載
の

｢

壇
廟
祭
祀
節
次｣

が
伝
え
る
式
次
第
は
、
漢
文
と
満
洲
文
と

が
混
在
し
、
清
朝
の
特
徴
が
よ
く
表
れ
て
い
る
。
留
意
し
た
い
点
は
、

祭
祀
に
お
け
る
各
担
当
官
に
よ
る

｢

唱｣

が
満
洲
語
で
あ
っ
た
具
体

的
内
容
を
記
し
て
い
る
こ
と
、｢

楽
章｣

に
旋
律
が
付
記
さ
れ
て
い

る
こ
と
、｢

楽
章｣

の
一
語
ご
と
に
ど
の
舞
が
ど
の
よ
う
に
重
な
る

の
か
を
詳
細
に
記
し
て
い
る
こ
と
、
壇
・
廟
の
祭
祀
ご
と
に

｢

文
舞

生｣

・｢

武
舞
生｣

・｢

青
衣
童
子｣

の
着
衣
・
帽
子
・
持
ち
物
の
形
状
・

文
様
・
色
彩
が
当
時
の
ま
ま
克
明
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
、｢

文

舞
生｣

・｢

武
舞
生｣

・｢

青
衣
童
子｣

に
よ
る
舞
の
総
て
が
克
明
に
記

載
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
て
今
回
、
清
朝
に
お
け
る
壇
・

廟
の
祭
祀
で
行
わ
れ
た｢

舞
生｣

の
舞
が
東
洋
文
庫
に
蘇
り
、
世
界
で

初
め
て
の
連
動
色
彩
画
面
で
舞
い
始
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

東
洋
文
庫
研
究
部
の
御
協
力
で
蘇
っ
た

｢

舞
生｣

の
舞
は
、
広
く

中
国
の
祭
祀
研
究
に
大
き
く
裨
益
す
る
も
の
と
考
え
る
。
瀧
下
彩
子
・

原
山
隆
広
両
氏
の
御
尽
力
に
心
か
ら
の
敬
意
と
謝
意
を
表
し
た
い
。

東

洋

学

報
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第
五
三
三
回

一
一
月
三
〇
日

(

金)

彙報岡本

モ
リ
ソ
ン
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
世
界

京
都
府
立
大
学
准
教
授

岡

本

隆

司

現
在
の
財
団
法
人
東
洋
文
庫
は
、｢

モ
リ
ソ
ン
文
庫｣

と
称
す
る

欧
文
を
主
体
と
す
る
蔵
書
を
中
核
に
発
足
し
た
。
こ
の
蔵
書
は
モ
リ

ソ
ン

(���������������������
1862�1920)

と
い
う
、
公
的
生

涯
を
極
東
で
お
く
っ
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
の
蒐
集
に
か
か
る
。
か

れ
は
一
八
八
五
年
か
ら
一
九
一
二
年
ま
で
、
イ
ギ
リ
ス
の

『

タ
イ
ム

ズ』

紙
の
極
東
特
派
員
、
つ
い
で
逝
去
す
る
ま
で
、
中
華
民
国
総
統

府
の
外
国
人
顧
問
に
任
じ
、
そ
の
間
に
東
ア
ジ
ア
関
係
の
書
籍
蒐
集

に
つ
と
め
、
一
大
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
築
い
た
。
東
洋
文
庫
が
東
洋
学

で
世
界
有
数
の
蔵
書
を
誇
り
、
か
つ
ま
た
研
究
の
セ
ン
タ
ー
と
な
り

え
た
の
は
、
こ
の

｢

モ
リ
ソ
ン
文
庫｣

の
存
在
に
多
く
を
負
っ
て
い

る
。そ

の

｢

モ
リ
ソ
ン
文
庫｣

に
は
、｢

パ
ン
フ
レ
ッ
ト｣

と
称
す
る

お
よ
そ
七
二
〇
〇
件
の
資
料
群
が
含
ま
れ
て
い
る
。
文
字
ど
お
り
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
と
い
う
べ
き
、
当
時
単
行
さ
れ
た
小
冊
子
を
は
じ
め
、

モ
リ
ソ
ン
が
内
外
の
当
局
か
ら
入
手
し
た
文
書
、
切
り
抜
い
た
新
聞

記
事
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
、
あ
る
い
は
雑
誌
か
ら
抜
粋
し
た
論
文
な
ど
か

ら
な
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
モ
リ
ソ
ン
が
蒐
集
し
た

書
籍
以
上
に
、
同
時
代
に
お
け
る
極
東
の
諸
問
題
を
実
地
に
表
現
し

て
お
り
、
歴
史
家
・
研
究
者
か
ら
み
れ
ば
、｢

モ
リ
ソ
ン
文
庫｣

の

｢

白
眉｣

と
い
う
べ
き
も
の
な
の
で
あ
る
。

し
か
し
こ
の
モ
リ
ソ
ン
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
こ
れ
ま
で
十
分
に
活

用
さ
れ
て
き
た
と
は
い
い
が
た
い
。
各
々
が
あ
ま
り
に
零
細
で
、
資

料
の
整
理
と
目
録
の
作
成
に
時
日
を
要
し
、
関
連
の
文
書
資
料
の
公

開
も
不
十
分
で
、
モ
リ
ソ
ン
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
内
容
を
正
確
に
分
析

し
、
そ
の
特
徴
を
生
か
す
研
究
は
困
難
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
近
年
、
各
国
の
資
料
公
開
も
す
す
み
、
モ
リ
ソ
ン
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
包
括
的
・
総
合
的
に
分
析
す
る
条
件
が
整
っ
て
き
た
。
こ

う
し
た
時
機
に
あ
た
り
、
わ
れ
わ
れ
は
研
究
会
を
組
織
し
、
モ
リ
ソ

ン
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
書
誌
情
報
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
、
そ
の
活
用
の
利

便
性
を
高
め
る
作
業
を
す
す
め
る
か
た
わ
ら
、
そ
の
内
容
を
理
解
す

る
た
め
に
、
モ
リ
ソ
ン
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
実
際
に
活
用
し
た
学
術
研

究
を
お
こ
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
モ
リ
ソ
ン
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
文
書

資
料
で
も
明
ら
か
に
な
ら
な
い
史
実
を
ふ
く
む
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

研
究
会
の
そ
う
し
た
成
果
の
一
端
が
、
こ
の
た
び
上
梓
し
た

『

モ
リ

ソ
ン
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
世
界』

で
あ
り
、
今
後
モ
リ
ソ
ン
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
本
格
的
に
活
用
し
て
ゆ
く
た
め
の
た
た
き
台
と
も
な
ろ
う
。
そ

の
内
容
は
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
資
料
的
な
価
値
、
あ
る
い
は
そ
れ
を

蒐
集
し
た
モ
リ
ソ
ン
そ
の
人
を
考
察
し
た
も
の
と
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
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の
記
述
を
手
が
か
り
に
、
一
九
世
紀
中
葉
か
ら
二
〇
世
紀
初
の
中
国

に
お
け
る
社
会
経
済
に
光
を
あ
て
た
も
の
と
に
大
別
で
き
る
。

そ
の
う
ち
、
報
告
者
が
執
筆
し
た
第
二
章

｢

も
う
一
つ
の

『

清
韓

論』｣

を
紹
介
し
た
い
。
こ
の
拙
論
は
、
モ
リ
ソ
ン
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

に
収
め
る
一
八
八
〇
年
代
の
朝
鮮
問
題
に
か
か
わ
る
英
字
新
聞
記
事

の
切
り
抜
き
を
と
り
あ
げ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
執
筆
者
が
誰
な
の

か
を
考
証
し
、
モ
リ
ソ
ン
の
書
き
込
み
と
そ
れ
に
も
と
づ
く
目
録
の

記
載
が
誤
っ
て
い
る
可
能
性
を
指
摘
し
た
。
さ
ら
に
そ
の
考
察
を
手

が
か
り
と
し
て
、
当
時
の
清
韓
関
係
を
み
わ
た
し
、
そ
こ
で
メ
デ
ィ

ア
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
が
果
た
し
た
役
割
に
も
説
き
及
ん
で
い
る
。

し
め
く
く
り
に
、｢

ロ
ク
ヒ
ル
と
モ
リ
ソ
ン
が
こ
の
新
聞
記
事
を
特

に
切
り
と
っ
て
、
残
し
て
く
れ
た
こ
と｣

、｢
そ
の
匿
名
の
執
筆
者
を

デ
ニ
ー
と
み
な
し
た
、
あ
る
い
は
取
り
違
え
て
く
れ
た
こ
と｣

が
、

以
上
の
考
察
を
も
た
ら
し
た
経
緯
を
ふ
り
か
え
り
、
そ
う
し
た
面
で

の
モ
リ
ソ
ン
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
価
値
を
確
認
す
る
。

第
五
三
四
回

一
二
月
三
日

(

月)

中
国
の
族
譜
と
同
族
結
合
の
実
態

東
洋
文
庫
研
究
員

田

仲

一

成

彙報田仲

同
族
の
盛
衰
と
い
う
視
点
か
ら
、
中
國
の
明
清
時
代
か
ら
民
国
初

期
に
至
る
中
国
近
世
の
社
会
史
を
通
観
す
る
。
東
洋
文
庫
に
は
、
先

人
の
努
力
に
よ
り
、
一
〇
〇
〇
種
近
い
同
族
の
系
図
、
す
な
わ
ち
族

譜
が
収
集
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
大
部
分
は
、
中
国
の
経
済
的
先

進
地
域
で
あ
る
江
南
三
省
、
つ
ま
り
江
蘇
、
浙
江
、
安
徽
に
集
中
し

て
お
り
、
こ
れ
を
通
し
て
、
こ
の
地
域
に
お
い
て
同
族
の
果
た
し
た

役
割
を
追
及
で
き
る
。
従
来
の
研
究
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
こ
の
地

域
の
同
族
結
合
の
実
態
を
総
括
し
て
み
る
。

１)

江
南
で
は
、
単
一
或
い
は
少
数
の
同
族
が
村
落
を
構
成
す
る
、

い
わ
ゆ
る
同
族
村
落
が
多
い
。
特
に
単
一
の
同
族
か
ら
成
る

単
姓
村
落
が
多
く
、
こ
の
場
合
は
、
祖
先
祭
祀
を
共
有
す
る

同
族
集
団
が
郷
村
組
織
と
も
重
な
る
こ
と
に
な
り
、
結
果
と

し
て
強
力
な
地
域
支
配
権
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。

２)

江
南
同
族
村
落
で
は
、
明
代
初
期
以
来
、
同
族
が
社
廟
祭
祀

の
組
織
を
独
占
し
て
き
た
。

３)
江
南
同
族
村
落
で
は
、
明
代
以
来
の
徴
税
組
織
で
あ
る
里
甲

制
も
、
同
族
が
掌
握
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
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４)

江
南
の
大
同
族
は
、
近
隣
の
他
の
同
族
と
の
地
域
的
紛
争

(

風
水
、
水
利
、
山
林
の
利
を
め
ぐ
る
日
常
的
な
争
い)

を

県
の
裁
判
で
有
利
に
運
ぶ
た
め
に
、
科
挙
官
僚
を
常
に
輩
出

し
て
お
く
必
要
が
あ
り
、
科
挙
受
験
の
た
め
の
家
塾
、
書
院

な
ど
を
経
営
し
て
い
た
。

５)

こ
れ
ら
の
経
費
を
賄
う
た
め
、
同
族
は
常
に
同
族
の
共
有
財

産
を
蓄
積
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
、
科
挙
官
僚
や
商
人
が
外
部

か
ら
も
た
ら
す
利
益
に
よ
り
、
田
土
の
拡
張
を
は
か
り
、
こ

れ
を
佃
戸
に
耕
作
さ
せ
て
、
祠
産
の
増
強
を
図
っ
た
。

以
上
は
、
明
代
ま
で
の
個
別
宗
族
が
行
っ
た
勢
力
拡
張
の
動
き
で

あ
っ
た
が
、
清
代
中
期
に
入
る
と
、
同
姓
同
士
が
系
図
を
連
結
し
、

遠
い
世
代
に
共
通
の
始
祖
を
求
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
同
族
の
規
模

を
さ
ら
に
大
き
く
し
、
県
境
を
こ
え
て
広
域
の
同
族
合
同
を
作
る
よ

う
に
な
る
。
こ
の
傾
向
の
究
極
に
生
ま
れ
た
の
が

｢
輩
行
字｣

の
統

一
と
い
う
方
法
で
あ
っ
た
。
一
般
に
同
族
は
、
世
代
ご
と
に
記
号
を

付
け

(

輩
行
字)

、
内
部
の
尊
卑
長
幼
の
秩
序
を
保
っ
て
き
た
。
相

互
に
面
識
が
な
く
て
も
、
輩
行
字
を
知
れ
ば
、
自
分
の
輩
行
字
と
比

べ
て
、
ど
ち
ら
が
上
の
世
代
か
、
容
易
に
知
る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ

に
年
齢
を
知
れ
ば
、
お
の
ず
か
ら
尊
卑
長
幼
を
識
別
で
き
た
。
し
か

し
、
人
口
が
増
え
る
と
、
狭
い
地
域
に
集
居
で
き
な
く
な
り
、
近
隣

の
他
の
地
域
に
移
住
拡
散
し
て
、
時
代
が
た
つ
と
、
旧
居
住
地
の
本

族
と
は
交
渉
が
な
く
な
り
、
独
自
の
輩
行
字
を
使
い
だ
す
。
そ
れ
に

よ
っ
て
、
輩
行
字
の
分
裂
が
起
こ
る
。
明
末
清
初
は
輩
行
字
の
分
裂

が
激
し
い
時
代
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
清
代
中
期
に
入
っ
て
、
同
族

が
規
模
の
利
益
を
追
求
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
移
住
に
よ
っ
て
一
旦

分
裂
し
た
輩
行
字
を
分
派
同
士
で
話
し
合
っ
て
、
再
度
統
一
す
る
動

き
が
出
て
く
る
。
規
模
が
大
き
い
ほ
ど
、
地
域
へ
の
影
響
の
点
で
も
、

科
挙
に
お
け
る
合
格
者
の
増
加
に
お
い
て
も
有
利
に
働
く
か
ら
で
あ

る
。
か
く
し
て
、
清
代
中
期
以
降
、
輩
行
字
を
統
一
し
て
規
模
の
拡

大
を
は
か
る
同
族
が
続
出
す
る
。
東
洋
文
庫
所
蔵
の
族
譜
に
は
、
一

世
代
一
五
〇
〇
名
、
前
後
五
世
代
で
三
五
〇
〇
名
に
達
す
る
同
族
の

例
が
見
い
だ
さ
れ
る
。
そ
の
ピ
ー
ク
は
、
清
代
末
期
か
ら
民
国
初
期

に
か
け
て
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
次
の
よ
う
な
変
化
が
起
こ
っ
て
く
る
。

Ａ)

族
譜
編
纂
の
必
要
性

宋
代
以
来
の
族
譜
は
編
纂
さ
れ
て
き
た
が
、
い
ず
れ
も
五

〜
六
世
代
前
の
始
祖
を
共
有
す
る
小
規
模
な
同
族
の
系
図
で

あ
っ
た
か
ら
、
ほ
と
ん
ど
は
手
書
き
の
抄
本
で
あ
っ
た
。
清

代
に
入
っ
て
も
、
江
南
以
外
の
地
域
で
は
、
例
え
ば
、
ほ
と

ん
ど
の
村
落
が
同
族
で
で
き
て
い
る
香
港
新
界
の
場
合
を
見

て
も
、
族
譜
は
す
べ
て
抄
本
で
あ
る
。
中
に
は
五
大
姓
と
称

さ
れ
る
有
力
同
族
の
村
落
が
あ
っ
て
、
立
派
な
祠
堂
を
持
ち
、

祖
先
を
遡
ら
せ
て
分
派
を
合
同
し
よ
う
と
す
る
動
き
も
あ
る

が
、
規
模
は
一
〇
〇
〇
人
ど
ま
り
で
、
族
譜
も
系
統
性
を
欠

き
、
印
刷
さ
れ
る
気
配
は
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
江
南
宗

彙
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族
の
場
合
に
は
、
規
模
が
三
〇
〇
〇
人
か
ら
一
〇
〇
〇
〇
人

に
達
し
て
お
り
、
到
底
、
手
書
き
で
は
用
が
足
り
な
い
。
結

果
と
し
て
、
数
十
巻
に
及
ぶ
族
譜
が
数
千
部
も
印
刷
さ
れ
る

よ
う
に
な
る
。
東
洋
文
庫
所
蔵
の
巨
帙
族
譜
は
、
す
べ
て
こ

の
よ
う
な
同
族
合
同
を
背
景
に
出
来
上
が
っ
た
も
の
で
あ
る
。

Ｂ)

大
宗
祠
の
建
設

同
族
合
同
に
よ
っ
て
成
員
が
増
え
る
と
、
統
合
の
象
徴
と

し
て
始
祖
を
祀
る
大
宗
祠
が
重
要
性
を
増
す
。
こ
こ
で
多
数

の
分
派
の
合
同
会
議
が
行
わ
れ
、
盛
大
な
祖
先
祭
祀
が
挙
行

さ
れ
る
。
ま
た
天
井
に
近
い
梁
の
上
に
は
、
科
挙
合
格
者
を

顕
彰
す
る�
額
が
掲
げ
ら
れ
、
宮
殿
の
よ
う
な
壮
麗
な
建
築

が
指
向
さ
れ
る
。

Ｃ)

戯
台
の
建
設

同
族
の
祖
先
祭
祀
は
元
来
、
儒
教
儀
礼
で
行
わ
れ
き
た
が
、

輩
行
字
の
統
合
に
よ
り
、
成
員
が
増
大
す
る
に
つ
れ
、
同
祖

意
識
が
薄
れ
、
郷
民
同
士
の
よ
う
な
感
覚
に
な
る
。
そ
う
な

る
と
、
厳
粛
な
儒
教
儀
礼
は
相
応
し
く
な
く
な
り
、
娯
楽
性

の
強
い
演
劇
が
歓
迎
さ
れ
、
つ
い
に
祠
堂
の
中
に
戯
台
が
作

ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
は
江
南
で
も
清
末
以
後
の
現
象

で
あ
る
。

Ｄ)

成
員
結
合
の
空
洞
化

こ
こ
で
は
、
成
員
が
多
す
ぎ
て
、
結
束
は
空
洞
化
す
る
。

こ
れ
に
つ
れ
て
、
組
織
や
財
政
の
実
権
は
上
層
の
大
地
主
や

官
僚
に
集
中
し
、
独
断
専
行
が
起
こ
る
。
空
洞
化
し
た
巨
大

同
族
の
上
に
強
大
な
地
主
官
僚
権
力
が
成
立
す
る
。
相
互
扶

助
的
な
同
族
結
合
は
、
事
実
上
、
崩
壊
す
る
。

中
国
近
代
史
を
み
る
と
、
こ
の
段
階
で
革
命
を
迎
え
た
こ
と
に
な

る
。
壮
麗
を
き
わ
め
た
大
祠
堂
が
無
残
に
破
壊
さ
れ
た
の
も
歴
史
的

必
然
で
あ
る
。
同
族
結
合
は
、
民
国
初
期
で
機
能
を
停
止
し
、
い
ず

れ
遅
か
れ
早
か
れ
、
終
焉
す
る
運
命
に
あ
っ
た
。
革
命
は
こ
れ
に
止

め
を
刺
し
た
と
言
え
る
。
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